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は
じ
め
に 

 
 

 
前
田
地
区
お
よ
び
小
村
町
は
、
古
く
は
「
宮
処

み
や
と
こ
ろ

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
最
も
古
い
記
録
と
し
て
は
、

平
城
京
左
京
二
条
二
坊
五
坪
二
条
大
路
濠
状
遺
構
で
出
土
し
た
木
簡
で
、
「
讃
岐
国
宮
処
郷
戸
主
〔
綾
ヵ
〕

勝 

祇
祇
祇
神
亀
」
と
あ
り
、
少
な
く
と
も
神
亀
年
間
（
七
二
四
～
七
二
九
）
に
は
宮
処
郷
と
呼
ば
れ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
「
宮
処
」
は
「
宮
處
」
「
宮
所
」
と
も
書
き
、
宮
殿
や
役
所
が
あ
っ
た
場

所
を
指
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
伝
承
で
は
、
景
行

け
い
こ
う

天
皇
の
皇
子
で
あ
る
神
櫛
王

か
ん
ぐ
し
お
う

の
居
館
が
あ
っ
た
場
所

と
い
う
説
と
、
山
田
郡
の
郡
衙

ぐ

ん

が

が
あ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
神
櫛
王
は
讃
岐
の
国
造
の
祖
と
さ
れ
、

孫
の
須
売
保
礼
命

す

め

ほ

れ

の

み

こ

と

や
子
孫
の

星

直

ほ
し
の
あ
た
え

が
国
造
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

前
田
の
古
代
の
様
子
を
文
献
上
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
六
六
七
年
に
は
屋
島
に
屋
嶋
城

や

し

ま

の

き

が
築
か

れ
て
お
り
、
讃
岐
の
中
で
も
山
田
郡
が
重
要
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

特
に
、
古
高
松
か
ら
前
田
に
か
け
て
は
、
さ
ら
に
前
代
の
古
墳
時
代
に
古
墳
が
数
多
く
造
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
重
要
な
地
域
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

な
お
、
神
櫛
王
の
子
孫
は
後
世
に
高
松
・
三
木
・
寒
川
・
神
内
・
三
谷
・
十
河
・
植
田
・
由
良
・
池
田
・

村
尾
な
ど
二
十
八
氏
に
分
か
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
伝
承
か
ら
す
る
と
、
中
世
に
活
躍
し
た
前

田
城
の
城
主
で
あ
る
前
田
氏
も
神
櫛
王
の
子
孫
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 
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⑪平尾 1 号墳  

⑫金石 2 号墳  

⑨宮處八幡宮  

⑬瀧元神社  

⑯北山古墳  

⑮高松市茶臼山古墳  

③宝寿寺  

⑩平尾 3 号墳  

⑦前田城跡  

⑧薬師庵  

①観音庵  
②前田東・中村遺跡  

前田地区北部の主な文化財位置図 

⑥西光寺  

④阿弥陀寺  

⑤長妙寺  

⑭瀧元神社古墳  
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１ 

観
音
庵

か
ん
の
ん
あ
ん 

享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
に
奥
州
岩
崎
（
宮
城
県
）
三
万
石
の
城
主
黒
川
四
郎
右
衛
門
亮
氏
の
孫
の
四

郎
右
衛
門
正
成
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
に
兵
火
に
か

か
り
、
本
尊
の
聖
観
世
音
菩
薩
も
背
部
に
大
火
傷
し
ま
し
た
。
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
黒
川
卯
右
衛
門

忠
重
が
堂
宇
を
復
興
し
、
そ
の
後
一
族
か
ら
代
々
尼
僧
を
出
し
て
維
持
し
ま
し
た
。
本
尊
は
焼
膚
観
音
と

呼
ば
れ
、
火
傷
を
し
た
人
が
祈
願
す
れ
ば
霊
験
が
あ
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 

２ 

前
田
東
・
中
村
遺
跡

ま
え
だ
ひ

が
し
・
な
か
む
ら
い
せ
き 

前
田
東
・
中
村
遺
跡
で
は
縄
文
土
器
や
弥
生
土
器
等
も
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
古
代
の
遺
構
・
遺
物
が

最
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
大
型
の
掘
立
柱
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
や
、
帯
金
具
・
墨
書
土
器
・
瓦
の

出
土
か
ら
付
近
に
郡
衙
な
ど
の
公
的
施
設
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
く
、
遺
跡
の
東
端
で
検
出
し
た
川
跡

か
ら
、
祭
祀
用
の
斎
串

ゆ

ぐ

し

や
人
形
木
製
品
が
多
量
に
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祓
所
の
可
能
性
も
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遺
跡
の
北
約
二
百
メ
ー
ト
ル
に
所
在
す
る
堂
床

ど
う
と
こ

は
宝ほ

う

寿
寺

じ

ゅ

じ

の
跡
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
寺
域
が
前
田
東
・
中
村
遺
跡
ま
で
及
ぶ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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軒丸瓦 

前田東・中村遺跡出土遺物実測図 

人形木製模造品 

斎串 
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３ 

宝
寿
寺
跡

ほ
う
じ
ゅ

じ
あ
と

（
堂
床

ど
う
と
こ

） 

東
西
約
九
．
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
四
．
五
メ
ー
ト
ル
の
堂
床
と
呼
ば
れ
る
土
壇
に
礎
石
が
残
っ
て
お

り
、
白
鳳
期
の
古
瓦
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宝
寿
寺
跡
の
一
部
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
宝
寿
寺

は
宮
處
八
幡
宮

み
や
ど
こ
ろ
は
ち
ま
ん
ぐ
う

の
別
当
で
し
た
。
そ
の
後
衰
退
し
て
い
ま
し
た
が
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
初
期
に

平
尾
山
の
阿
弥
陀
寺
付
近
に
復
興
さ
れ
て
お
り
、
同
地
か
ら
も
古
瓦
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
天
正
年
間
（
一

五
七
三
～
一
五
九
二
）
に
兵
火
に
あ
い
、
伽
藍
は
焼
失
し
、
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
に
阿

弥
陀
寺
北
西
約
八
百
メ
ー
ト
ル
北
西
の
岡
崎
の
地
に
伽
藍

が

ら

ん

を
再
建
し
、
押
光
寺
と
改
称
し
ま
し
た
。
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
の
神
仏
分
離
に
よ
っ
て
廃
寺
に
な
り
ま
し
た
。 

  
 

 
 

 

４ 

阿
弥
陀
寺

あ

み

だ

じ

（
真
言
宗
平
尾
山
） 

本
尊
阿
弥
陀
如
来 

廃
寺
に
な
っ
た
押
光
寺
の
御
本
尊
阿
弥
陀
如
来
は
番
町
の
地
蔵
寺
に
預
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治

三
十
年
（
一
八
九
七
）
頃
前
田
村
に
お
迎
え
し
、
し
ば
ら
く
長
妙
寺
に
預
け
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
三
十
五

（
一
九
〇
二
）
年
頃
に
宝
寿
寺
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
平
尾
山
に
平
尾
庵
を
建
立
し
、
御
本
尊
を
祀
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
終
戦
後
、
阿
弥
陀
寺
と
改
称
し
ま
し
た
。 
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５ 

長
妙
寺

ち
ょ
う
み
ょ
う
じ

（
真
宗
興
正
派
松
谷
山
我
浄
院
） 

本
尊
阿
弥
陀
如
来 

文
明
年
間
（
一
四
六
九
～
一
四
八
七
）
に
創
建
さ
れ
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
一
五
九
二
）
の
兵
火

に
よ
り
廃
絶
し
て
い
ま
し
た
が
、
安
永
年
間
（
一
七
七
二
～
一
七
八
一
）
に
再
興
さ
れ
ま
し
た
。 

 

６ 
西
光
寺

さ

い

こ

う

じ

（
真
宗
興
正
派
紫
雲
山
安
楽
院
） 

本
尊
阿
弥
陀
如
来 

天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
一
五
九
二
）
に
創
建
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
兵
火
に
か
か
り
、
現
在
の
地

に
再
建
し
ま
し
た
。
元
は
天
台
宗
に
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
興
正
寺
第
七
代
円

超
上
人
か
ら
寺
号
を
下
付
さ
れ
、
浄
土
真
宗
に
改
宗
し
ま
し
た
。 

  
 

 
 

 

７ 

前
田
城
跡

ま
え
だ
じ
ょ
う
あ
と

（
高
松
市
指
定
史
跡
） 

 

南
に
伸
び
る
低
い
尾
根
の
先
端
に
築
か
れ
て
お
り
、
本
丸
は
東
西
三
十
六
メ
ー
ト
ル
、
南
北
五
十

二
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
で
、
周
囲
に
土
塁
が
め
ぐ
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
丸
の
中
央
部
に
は
南

北
を
区
画
す
る
よ
う
に
土
塁
で
仕
切
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
丸
の
周
囲
に
は
空
堀
跡
と
考
え
ら
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れ
る
幅
五
～
十
メ
ー
ト
ル
の
畑
地
が
巡

っ
て
お
り
、
北
側
で
は
切
岸
、
南
西
側

で
は
土
塁
が
残
存
し
て
い
ま
す
。
堀
の

南
側
に
は
二
の
丸
が
あ
り
、
現
在
薬
師

庵
（
宝
寿
寺
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

前
田
城
は
『
南
海
通
記
』
に
よ
る
と
、

文
明
年
間
（
一
四
六
九
～
一
四
八
七
）

に

、

十

河

城

主

十

河

景
滋

か
げ
は
る

の

弟

頼
母
頭
宗
存

た
の
も
の
か
み
む
ね
ま
さ

が
分
家
し
、
前
田
に
本
拠

を
構
え
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
二
代
主
殿
頭

し
ゅ
ど
の
か
み

宗
治

む
ね
は
る

、
三
代
甚
之
丞

じ
ん
の
じ
ょ
う

宗
清

む
ね
き
よ

と
続
き
ま
す
が
、
天
正
十

二
年
（
一
五
八
四
）
に
土
佐
の
長
宗
我
部
元
親

ち

ょ

う

そ

か

べ

も

と

ち

か

軍
に
敗
れ
、
廃
城
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

三
代
甚
之
丞
に
つ
い
て
は
『
南
海
通
記
』
に
詳
し
い
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。
六
尺
（
約
一
．
八
メ

ー
ト
ル
）
の
塀
を
飛
び
越
え
る
軽
業
の
持
ち
主
で
、
弓
に
か
け
て
は
百
発
百
中
の
名
人
で
、
泣
く
子

も
黙
る
ほ
ど
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
わ
ず
か
の
手
勢
で
木
太
町
の
向
城
、
鬼
無
町
の
佐
藤
城
な
ど

に
忍
び
入
り
、
人
を
切
り
殺
し
財
物
を
奪
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
、
長
宗

我
部
元
親
が
香
川
親
政

ち
か
ま
さ

（
元
親
の
子
で
天
霧
城
主
香
川
信
景

の
ぶ
か
げ

）
を
総
大
将
と
し
て
一
万
一
千
余
人
が 前田城跡周辺図（秋山 1982 より） 
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十
河
城
を
包
囲
し
た
時
に
は
籠
城
戦
と
な
り
、
甚
之
丞
が
夜
討
ち
を
か
け
て
兵
糧
や
武
具
な
ど
を
奪

い
、
兵
糧
の
調
達
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
親
政
の
暗
殺
を
企
て
、
本
陣
に
夜
討
ち
を
か
け
ま
し
た
が
、

失
敗
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
の
長
宗
我
部
軍
と
の
戦
い
で
討
死
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 

８ 
薬
師
庵

や

く

し

あ

ん

（
宝
寿
寺

ほ

う

じ

ゅ

じ

） 

本
尊
薬
師
如
来 

 

創
建
の
年
代
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
前
田
氏
一
族
に
よ
っ
て
建
立
・
維
持
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
当
初
は
現
在
地
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
西
側
に
あ
り
ま
し
た
が
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に

庵
が
大
破
し
た
の
で
、
現
在
地
に
移
し
て
復
興
し
ま
し
た
。
明
治
八
・
九
年
（
一
八
七
五
・
一
八
七

六
）
頃
再
び
庵
が
大
破
し
た
の
で
御
本
尊
を
観
音
庵
に
預
け
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
四
十
年
（
一
九

〇
七
）
に
庵
を
再
興
し
て
御
本
尊
を
迎
え
ま
し
た
。
終
戦
後
、
宝
寿
寺
と
改
称
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 

９ 

宮
處
八
幡
宮

み
や
ど
こ
ろ
は
ち
ま
ん
ぐ
う 

 

承
平
六
年
（
九
三
六
）
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
祭
神
は
応
神
天
皇
・
仲
哀
天
皇
・
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神
功
皇
后
で
、
氏
子
は
前
田
東
町
・
前
田
西
町
（
引
妻
を
除

く
）
・
亀
田
町
・
小
村
町
の
約
千
二
百
戸
で
す
。
八
幡
神
社
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
「
讃
岐
国
宮
處
郷
八
幡
宮
」
の
宮
印

が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
由
緒
を
後
世
に
伝
え
る
目
的
で
昭
和

六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
宮
處
八
幡
宮
に
改
称
し
ま
し
た
。 

 

境
内
に
は
樹
高
約
十
メ
ー
ト
ル
、
幹
周
約
一
．
六
メ
ー
ト
ル

の
ヤ
マ
モ
モ
が
あ
り
、
市
の
名
木
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
か
つ
て
境
内
の
南
西
部
を
整
地
し
た
際
に
横
穴
式
石
室

を
有
し
た
古
墳
（
宮
處
八
幡
境
内
古
墳
）
が
発
見
さ
れ
、
須
恵

器
が
出
土
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
消
滅
し
て
い
ま
す
。 
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平
尾
三
号
墳

ひ
ら
お
さ
ん
ご
う
ふ
ん

（
潮
満
塚

し
お
み
ち
づ
か

） 

墳
丘
は
か
な
り
削
平
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
存
し
て
い
る
横
穴
式
石
室
の
玄
室

げ
ん
し
つ

は
長
さ
約
四
．
五

メ
ー
ト
ル
、
幅
約
二
．
五
メ
ー
ト
ル
で
、
前
田
地
区
で
最
大
の
横
穴
式
石
室
を
も
つ
古
墳
で
す
。
六

世
紀
末
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
北
東
に
は
平
尾
小
古
墳
群
と
呼
ば
れ
る
群
集
墳
が
あ
り
ま
す
。 市の名木「ヤマモモ」 
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平
尾
一
号
墳

ひ
ら
お
い
ち
ご
う
ふ
ん 

 
墳
丘
は
削
平
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
長
さ
約
三
．

七
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
一
．
九
メ
ー
ト
ル
の
玄
室
だ

け
残
っ
て
お
り
、
前
田
地
区
で
は
平
尾
三
号
墳
に

つ
い
で
二
番
目
に
大
き
い
石
室
で
す
。
六
世
紀
後

半
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
平
成
十
八
年
に
行

っ
た
測
量
に
よ
っ
て
東
讃
で
唯
一
線
刻
画
を
も
つ

古
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
現
在
は
石

室
保
護
の
た
め
見
学
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 
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金
石

か
な
い
し

二
号
墳

に

ご

う

ふ

ん 

 

直
径
十
一
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
残
存
す
る
玄
室
は
長
さ
約
三
．
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
一
．
九
メ

ー
ト
ル
を
測
り
ま
す
。
六
世
紀
末
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

平尾１号墳 石室 線刻画 
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瀧
元

た
き
も
と

神
社

じ
ん
じ
ゃ

（
蔵
王

ざ

お

う

権
現

ご
ん
げ
ん

） 

 
社
殿
が
瀧
元
山
の
南
麓
に
あ
る
の
で
瀧
元
神
社
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
祭
神
は
顕
国

玉
命

あ
ら
く
に
た
ま
の
み
こ
と

で
す
。

『
押
光
寺
記
』
に
は
「
宝
寿
寺
と
号
す
る
伽
藍
に
て
、
末
寺
も
数
多
こ
れ
あ
り
、
当
村
蔵
王
権
現
別

当
職
相
勤
む
。
右
権
現
も
大
社
に
て
御
座
候
・
・
（
中
略
）
・
・
長
宗
我
部
乱
入
の
時
、
伽
藍
末
寺
共

焼
失
仕
候
。
そ
の
後
、
生
駒
家
の
御
代
、
右
権
現
別
当
職
披
仰
付
・
・
（
中
略
）
・
・
滝
元
に
て
寺
建

立
仕
り
、
御
祈
祷
所
相
勤
罷
在
候
」
と
あ
り
、
少
な
く
と
も
宝
寿
寺
が
阿
弥
陀
寺
付
近
に
所
在
し
た

中
世
頃
ま
で
に
は
創
建
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
境
内
や
境
内
の
南
側
か
ら
西
側
に
か
け
て
中
世
の

瓦
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
か
つ
て
境
内
に
は
大
き
い
松
が
あ
り
、
昭
和
五
十
二
年
に
高
松
の
名
木
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
翌
年
松
喰
虫
の
被
害
で
枯
死
し
ま
し
た
。
『
讃
州
府
誌
』
に
「
蔵
王
権
現
は
前
田
村
に
あ
り
・
・
・

境
内
に
大
松
樹
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
か
ら
大
木
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。 

 

神
社
の
南
に
は
地
蔵
が
祀
っ
て
あ
り
ま
す
。
「
三
界
万
霊 

天
明
元
辛
丑
年
（
一
七
八
一
）
十
月 

願
主
滝
元
院
覚
伝
」
と
あ
り
ま
す
。
元
は
北
約
百
メ
ー
ト
ル
の
新
田
町
と
の
境
の
瀧
元
峠
に
祭
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
峠
付
近
の
開
発
に
伴
い
、
こ
の
地
に
移
さ
れ
た
も
の
で
す
。 
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瀧元神社古墳測量図・石室実測図 
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瀧
元

た
き
も
と

神
社

じ
ん
じ
ゃ

古
墳

こ

ふ

ん 
瀧
元
神
社
社
殿
の
裏

に
所
在
し
ま
す
。
現
状
で

は
円
墳
か
方
墳
か
判
断

で
き
ま
せ
ん
が
、
周
溝
お

よ
び
北
側
の
人
工
的
な

削
り
出
し
か
ら
東
西
約

十
六
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約

十
九
メ
ー
ト
ル
の
規
模

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
石
室

は
露
出
し
て
お
り
、
残
存
す
る
長
さ
は
約
五
．
六
メ
ー
ト
ル
、
羨
道

せ
ん
ど
う

幅
約
一
．
一
メ
ー
ト
ル
、
玄
室

長
約
一
．
三
メ
ー
ト
ル
、
同
幅
約
三
．
三
メ
ー
ト
ル
で
、
玄
室
幅
が
玄
室
長
よ
り
長
い
Ｔ
字
形
の
特

異
な
石
室
構
造
を
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
同
様
の
石
室
構
造
を
持
つ
古
墳
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

七
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
の
須
恵
器
が
表
採
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正
確
な
築
造
年
代
は
不
明
で
す
。
石

室
か
ら
石
製
骨
蔵
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
特
異
な
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 
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高
松
市

た

か

ま

つ

し

茶ち
ゃ

臼
山

う
す
や
ま

古
墳

こ

ふ

ん 
久
米
山
丘
陵
の
東
側
頂
部
（
標
高
約
五
十
メ
ー
ト
ル
）
に
あ
り
、
前
田
西
町
・
新
田
町
・
東
山
崎
町
の

三
町
境
に
所
在
す
る
全
長
約
七
十
五
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部
は
直
径
約
三
十
五
メ
ー
ト
ル
を
測
る
四
世
紀
前

半
頃
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
発
掘
調
査
で
は
八
基
の
埋
葬
施
設
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
後

円
部
中
央
の
二
基
の
竪
穴
式
石
室
（
第
一
・
第
二
主
体
部
）
、
前
方
部
墳
頂
の
組
合
箱
式
石
棺
（
第
三
主
体

部
）
、
前
方
部
墳
頂
西
よ
り
の
粘
土
槨
（
第
八
主
体
部
）
が
古
墳
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
安

山
岩
の
板
石
を
整
然
と
積
ん
だ
第
一
主
体
部
で
は
、
中
央
に
頭
を
向
け
合
っ
た
二
体
の
人
骨
が
出
土
し
ま

し
た
。
ま
た
、
画
文
帯
重
列
式
神
獣
鏡

が
も
ん
た
い
じ
ゅ
う
れ
つ
し
き
し
ん
じ
ゅ
う
き
ょ
う

一
点
、
鍬
形
石

く
わ
が
た
い
し

二
点
、
鉄
刀
三
点
、
鉄
剣
五
点
、
短
剣
十
点
、
鉄

鏃
五
点
、

鉇
や
り
が
ん
な

一
点
、
錐
状
鉄
器
一
点
、
小
型
鑿の

み

状
鉄
器
二
点
、
ガ
ラ
ス
小
玉
一
点
、
土
師
器
壺
二
点
、

土
師
器
鉢
三
点
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
腕
輪
で
あ
る
鍬
形
石
は
国
内
最
古
級
の
も
の
で
す
。
第
二

主
体
部
は
安
山
岩
の
自
然
石
で
構
築
さ
れ
て
お
り
、
鉄
剣
一
点
、
大
型
鏃
形
鉄
器
二
点
、
鉄
鏃
四
点
、
袋

状
鉄
斧
一
点
、
鉇
一
点
、
弓
飾
金
具
五
点
、
ガ
ラ
ス
小
玉
三
点
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
弓
飾
金

具
は
国
内
最
古
級
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
墳
丘
出
土
の
円
筒
埴
輪
は
県
内
最
古
例
で
あ
り
、
前
方
部
か
ら

や
や
離
れ
た
部
分
で
は
朱
の
精
製
に
関
わ
る
石
杵
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
高
松
平
野
西
部
の
在
地
的
特
徴

の
強
い
石
清
尾
山
古
墳
群
に
対
し
て
平
野
東
部
の
畿
内
的
な
古
墳
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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北
山

き
た
や
ま

古
墳

こ

ふ

ん 

 

高
松
市
茶
臼
山
古
墳
を
見
下
ろ
す
標
高
約
七
十
五
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
上
に
立
地
し
ま
す
。
東
西
約

十
四
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
十
二
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
四
世
紀
頃
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

墳
丘
中
央
部
に
二
基
の
粘
土
槨
が
存
在
し
、
北
側
の
第
一
主
体
部
は
東
側
が
広
く
西
側
に
向
か
っ
て

狭
く
な
る
舟
形
を
呈
し
て
お
り
、
木
棺
も
舟
形
を
呈
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
鉄
刀
一

 

高松市茶臼山古墳測量図 

 
第 1 主体部実測図および出土遺物 
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点
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
第
二
主
体
部
か
ら
は
鉄
剣
一
点
と
竪
櫛
一
点
が
出
土
し
て
い
ま
す
。 
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